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第 28 回宮部書道会習作展 



  
※1 年のお稽古の結果として第 28 回習作展

を、会員・会友の皆様方のご協力を賜り、開

催出来ましたことを、ここに感謝申し上げま 

すとともに、今後ともご支援・ご協力を戴けれ

ば幸いに存じます。 

          宮部書道会 宮部北空 



 

  

青木 清華   ・空はいつもやさしい雲はダンスをして笑わせる         半切１/２ 額 

    〃     ・お馬はみんなパッパカはしるパッパカはしる・・         半切１/３ 〃 

  浅沼 北翠   ・生きることは一筋がよし寒椿（五所平之助）           色紙      〃    

    〃     ・山のしづけさは白い花（種田山頭火）              半切１/２ 〃 

    〃      ・あかあかと一本の道とおりたりたまきはる・・（斉藤茂吉）    半切      軸 

  今村 北州   ・寿無涯                            半切１/２ 〃 

    大脇 州山   ・桃栗三年柿八年達磨は九年俺一生                全紙１/２ 額 

  小野寺北華   ・笑う門に福来る                         色紙    〃 

    〃     ・智に働けば角が立つ情に棹させば流される（夏目漱石・草枕）  半切１/２ 〃 

        〃     ・金色のちひさき鳥のかたちして銀杏ちるなり・・（与謝野昌子）  半切    軸  

  小原 理会子  ・月淡                             色紙    額 

  片岡 香州   ・春いちばん                          八切    軸 

    〃     ・春聲渡水風                                              八切    〃 

    北村  星流     ・山は暮れて野はたそがれの薄かな                半紙    〃 

    〃     ・ふるさとの小野のこまちの・・（三木露風）           全紙１/２  額 

  楠  俊雄   ・恵風                             半紙    〃 

        〃     ・白雪のともにわが身はふりぬれど・・（大江千里・古今集）    半紙    〃 

    〃     ・乃稽古則其人                         半切１/２ 軸 

    鈴木 志乃   ・わすれられないおくりもの                   半紙    額 

    鈴木 清香   ・かたみにて何残すらん春は花夏時鳥秋は・・（良寛）        短冊 

    〃     ・人尽楽                            色紙    額 

  鈴木 麗流   ・花も實も根の力                        色紙    〃 

    〃     ・風が舞う光の中を                       色紙    〃 

    〃     ・夕暮れし山門木瓜の噴きこぼる                 半切１/２  軸 

  竹村 草沙   ・出逢えた奇跡にありがとう                   半切１/２ 〃 

    千葉 梅流   ・梅が香にのっと日の出る山路かな（松尾芭蕉）         色紙    額 

        〃     ・雪あかり角巻の奥の眼が・・                  半切１/２ 軸 

        〃     ・風軽鳥語樹陰涼                        半切    〃 

    土橋 香晴   ・不動心                            半紙    額 

   藤澤 北静   ・名も知らぬ遠き島より流れ寄る・・（島崎藤村）         色紙    〃  

    〃     ・飛翔                             半切    軸 

  渕脇 理恵   ・桜                              半紙    額 

  細川 豊喜子  ・海色の風（高橋真梨子）                    色紙    〃 

  松岡 柚衣美  ・福寿                             半紙    〃 

宮澤 星河   ・日は君臨し輝きは白金の雨そそぎたり・・・（宮澤賢治）     変形    軸 

  宮部 朋美   ・おうい雲よゆうゆうと馬鹿に・・（山村暮鳥）          半紙    額 

    〃     ・今しかないこの一瞬                      半紙    〃 

    〃     ・命のかぎり生きる                       半紙    〃 

    宮部 北晴   ・今生のいまが倖せ衣被（鈴木真砂女）              半紙    〃 

    〃     ・春は花夏ほととぎす秋は月冬さえて・・（道元）          半紙    〃 

    〃     ・ひとのせいにはするな・・(茨木のり子)             半紙    〃 

    〃     ・翰墨縁                            半紙    額 

  森下 映沙   ・ふかくこの生を愛すべし（会津八一）             半紙    〃      

  山内 流水   ・桐一葉日当たりながら落ちにけり（高浜虚子）          色紙    額 

    〃     ・無風音落葉                           半切    〃 

  山崎 由紀子  ・行雲流水                           半紙    〃 

  吉田 恵子   ・夕やけ小やけの赤とんぼ・・（童謡）                  半紙    〃 

  吉田 北苗   ・すべってころんで山がひっそり（種田山頭火）           色紙    〃                                       

    〃     ・山林楽                            半切１/２ 軸 

 

  宮部 北流   ・夕映えや種もつ鶏頭凛と立つ（自詠）             短冊  

    〃     ・和 仲よきことは美しきかな（武者小路実篤）         寸松庵 

        〃     ・未来に夢を                          色紙 

 

出品目録 一般の部 

 



 

  

宮部北晴 書作展併催 
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Booth 3 

この度、会場予約の都合でこれまでを振り返

る場を得、図らずも生前葬の如きことになりま

した。 

まがりなりにここまでやって来られましたの

は、師北流の存在、諸先輩・友人・家族の存在

や、応援があってのことで己一人の力量など知

れており、好きというだけで続けてまいりまし

た。 

言うまでもなく何の教養もない者が、向う見

ずに書の魅力に引き寄せられ、奥深く幅広い 
 

とてつもない大変な世界に途中で気付いたもの

の、只々書きたい思いが強く又師北流の最後の

言葉が破体書を続けてというものでした。 

約束したからには生ある限り破体書の魅力を

一人でも多くの人に伝へこれからも一層励んで

破体書の美を書いて行きたいと思います。 

筆を通して出逢った沢山の方々とのご縁に心

から感謝を申し上げます。 

平成 27 年 12 月吉日 

 

    北晴会代表 宮部 北晴 



 

  

その他 

百人一首 紐閉じ 3 部 

臨書（古筆）   1 冊 

ハガキ掛・額  

短冊掛 
 

 宮部 北晴 書作展 

日時 平成 27 年 12 月 21 日（月）～23 日（水） 

場所 高円寺地域区民センター（セシオン杉並） 

教室 〒167-0043 杉並区上荻 4-4-5-410 

Tel/Fax 03-3397-1953 

出 品 目 録 



 

  

NO4 NO8 

NO10 NO12 



 

  

NO9 

NO13 NO20 NO14 



 

NO43 


